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緒　　 言

今 次大戦 後物 資乏しく， 鉤虫駆虫剤 として僅 にヘキシ

ル ・レ ゾルシ ン， アスカ リドール，四塩化エ チレ ン， 四

塩化炭 素が入手出来る頃より，著者等はこ れ等駆 虫剤 に

つい て服用法，用量 ，副作用等に関す る研 究を行い， そ

の後オーミ ン，チモラ ン，近 くは アルコパールについ て

も同様の研究を続け， アメリカ鉤 虫に対 しては四塩化エ

チレ ンと四塩化炭素の合剤 が， ヅビ ニ鉤虫に対 してはア

ルコパールが極めて有効 なる事 を知 り， 最後に両者の併

用 により，アメリカ鉤虫 ならび に ヅビニ鉤虫共 に80 ％

以 上の完全駆虫率を挙げ得 る併用療法 に成 功したのでこ

こに報告する．

薬剤の一部は市販の もので あるが， ナガ製薬株式会社

に依頼して試作，研究せ るものが大部 分である．

昭和22 年以降今 日に至 る迄の長年月， 且つ 多 数の 例

数についての調査であ るので，試 験対 象は地区名ま たは

学校名 を以 て表し た．

効果の判定 は慎重 を要するので，服用後略々1 ヵ月後

に採便し，食塩・硫苦 浮游法と培養法の併用に より判定

した．但 し食塩 ・硫苦 浮游法のみによりし もの は，培養

法 との併用例 と，共 に数 えて「鉤虫」の項 に入 れた．

両法併用 のものは溶 出する感染仔虫の形態 によりヅビ

ニ鉤 虫（AD ）とア メリカ鉤虫（NA ）とに分け， 両種 の重

複感染例 はAD ，　NA 各単独例数に加算した．

各 種駆虫剤の駆虫効果

試 験せる各榎駆虫剤の組成，用量お よび駆虫効果 は第1

表に示し た．

（I ）四塩化エ チレン原 液
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四塩化エチレ ン（四工）は膠球 に入 れたものが発売さ

れ，通常成人に4 ．5　gm　（約2 ．8　cc）が 用い られて居る・

我々の大宮病院 におけ る駆虫試 験では本量では次の如 く

低い陰転率 を示 すに過ぎなかっ た．

AD ：　服用者9 ，陰転者4 　（44 ％）

NA ：　服用 者156 ， 陰転者97（62　％）

予備実験の結果 次第 に増量し，男 子4 ．0　cc，　女 子3 ．5cc

，中学生3 ．0　cc，　／Jヽ学生2 ．5　ccの投与 により80 ％以

上の駆虫率を示す事 を知っ た．

服用法は空腹時（朝食を抜 くか，食 後3 時間以上経過）

に本剤をメ スチ リンダーにて測っ て投与 し，30 分後に下

剤（初 め硫酸加里4　gm ，　後に主 として ヒマシ油） を服用

させ た．

駆虫作用：NA に対しては成人84 ％， 中学生85 ％，

小学生83 ％，　AD に対しては 成人49 　％ 小学生66 ％

の陰転率を示し た．

実験対象：成人一新 潟県 田麦 山村，川崎市，横浜市 旭

硝子社員．中学生一茨 城県 圷村中．小学生一横浜市 内小，

富山県 八尾 町小，茨 城県西郷村小，圷村ノJヽ．

（H ） アスキスE 液

今迄 四塩化炭 素，四塩化 エチレ ン， アスカリドールは

ヒ マシ油と同時服 用する と強い 毒性が現 れる ものとされ

て居 た，然 るに，我 々の毒性試験（後章 参照）では単味の

場 合と殆 んど差 がなく，我々の使用量で は絶対安 心して

使用 出来 る事が分っ だので，これ等薬剤 にヒマシ油を混

合したもの或は服薬後ヒマシ 油を下剤 として使用し た．

アスキスE 液はヒマシ油 に四塩化 エチレンおよびア スカ

リドール（アスキス）を混合し たもので， 空腹時に投与し

た．その組成，用量 は第1 表に示してある．

（452 ）



第 工表　駆虫剤 の組成，用 量， 駆虫作用
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新 アス キスE 液， テトラ球， 新テトラ球，テト ラ液 の服用 約30 分前マザーシル1 ～半錠投与．

（453 ）
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アスカ リド ール とヒマ シ油の混合物 は古く独逸にて製

造，販売 されて居 る・

駆虫作用 ：成人では例数 乏しく確言は出来ないが，中

学 生ではNA は80 ％，yJ 学ヽ 生では69 ％の駆虫率 を示

し た．

実験対象 ：成 人一新 潟県 田麦山村．中学生一田麦山 中

茨 城県 圷村 中，沢山村 中，岩船村中．小学生 一田麦 山村

小， 圷村小， 沢山村ノjヽ，岩船村ノト 北方小，同県西 郷村

小 ．

（Ⅲ）オーミ ン

本剤 は顆粒状にして通常三日連用す るもので ある． 下

剤 不要にして，副作用も少く，広 く使用 されて居 る．食

間 または夕食後就寝前に服用 させた．

駆虫作用：成人に対して6 　gm（l－Bromo－2－Naphthol　4gm

）　3日連用ではNA　79 ％，　AD　50 　％， 中学生4 ．5gm

3 日連用 ではNA　78 　％，小学生3gm　3 日連用で

はNA　78 ％，　AD　85 ％の駆 虫力 を示し た．成人7 　gm2

日連用， ノJヽ学 生3 　gm　2日連用 では何れも稍や低い駆

虫率を示し た．こ れに反し本 表に入 れなかっ たが，成人

に6 　gm　4日連用 の 場 合はAD に対して も70 ％の高い

駆虫率 を示 した．

実験 対象：成人7 　gm　2日一群馬県板倉町6gm　3

日一福島県常磐炭鉱，大 昭炭鉱，田麦山村，西郷村安渡

横浜市内，川崎 市登戸 病院患者．　中学生一圷村巾，沢 山

村 中， 岩船村中，田麦山村 中． 小学生　3 　gm　2日―田

麦 山村小，圷村ノJヽ，西郷村／Jヽ， 横浜 市内小．　3　gm　3日

一 田麦 山村 小，圷村 小，岩船村小，沢山村小，北方ノJヽ，

横 浜市内小．

（W ） 四塩化エチレ ン原液，オ ーミン併用．

性 質を異にする薬剤の併用に より，作用 の増 強される

事 を期待し，第1 日の空腹時 に四塩化 エチレン， その後30

分を経て下剤 を，第2 日にオーミンを空腹時 に投与し

て見た，

駆虫作用： 成人 に四塩化 エ チレ ン 男子4 ．0　cc，　女子3

．5　cc或 は男 女共に3 ．5　ccとオー ミン6gm の 併用で

はNA は96 ％，　94％，　AD は54 ％，　70 ％の 陰転率

を示 し た．四塩化エチレ ン3 ．0　cc，　オ ーミン6gm の併

用ではNA　83 ％の好成 績を示した がAD の例数少く，

確言は出来 ないが， オーミ ン6 　gm　1回に四塩化エチレ

ン3 ．0　ccで充 分な駆 虫効果 を挙げ得る事 が推定 され た．

学 童では四塩化エチレ ン2 ，5　cc，　オ ーミン3gm の併

用 で，AD は76 ％ の高い駆 虫率を示した． 単味の場合

よ りも強い駆虫力を示す もの と考 えられた．

実 験対 象：成人　四工男子4 ．0　cc，　女子3 ．5　cc，　オー

ミン6gm 一川崎 市．　四 工男女 共3 ．5　cc，　オーミン6 　gm

一横浜市旭硝子社員．四 工男女共3 ．0　cc，　オーミン6 　gm

一神 奈川県 城島村．小学生一横浜市内小， 八尾町小，圷

村 小．

（V ）アスキスE ，オーミン併用

両者の単 独使 用ではNA には略々満足す べき 駆 虫力

を示したが，AD では充分なる成績 を挙げ得なかっ たの

で両者の併用 を試 みて見た．

使用法 としては アスキスE は朝食 を抜いて与え，オ ー

ミ ンは同日の就寝時 に服用 せしめた．

駆 虫作用 ：成 人，小学生共にNA に対 しては略々90

％の優秀 なる駆 虫率を示した がAD に対しては成 人63

％にして満足す べき結果を得なかっ た・

実 験対象 ：成人一川崎市 ，横浜市水道局所員， 旭硝子

社員，横浜市新 日本飛 行機社員．小学生 一横浜市内 小，

圷村小， 沢山ノ］ヽ，岩船村小，北方yJヽ．

（VI）新 アスキスE 液．

四塩 化エチレンを減量して四塩化炭素 を加 え， これに

極めて少量 のアスカリドールを添え，ヒ マシ油中 に混じ

たものである．

空腹時に成 人に10　cc　ま たは8　cc，　小学生に5cc 服用

せ しめ，服用後約3 時間食事 を禁じ た．

本剤使用の昭和32 年2 月よ り，投薬30 分 ない し1 時

間前にマザー シル1 錠 （臭化水素酸 ス コポラミン0 ．24mg

，カフェイ ン24 ．3　mg　含有） を投与 し， 四塩化エチ

レンによる酩酊，嗜眠感 を防い だ・

駆虫作用：成人，小学生共にNA に対 して略 々90 ％

以 上の優れた駆虫力 を示 したが，AD に対 しては甚だ不

満足な成績で あっ た．

実験対象： 成人10　cc一　西郷村安渡， 埼玉 県毛呂山町

群馬県板倉町海老瀬， 福島県 常磐炭 鉱社員，川崎市，川

崎市 登戸 病院患者，横浜市浦舟町8 　cc―板倉町，川崎

市．小学 生一 圷村 小ヽ，岩 船村小， 沢山村小，北方小，横

浜市内 小，

（Ⅶ） テトラ球

四塩化 エチレ ン， 四塩化炭素 を各1 ．2　ccに 減量 し，

アスカリドー川を除去して膠球に入 れたもので ある．30

分前 マザーシル を与え，膠球6 イ固を服用，30分 後下剤を

投 与した．前後3 時間宛食事 を禁じ た・

駆 虫作用：例数は少い がNA では79 ％の駆虫率を示

した．

実験対象：成人 一西郷村安渡，大宮国 鉄社員．

（454 ）



（VⅢ）新テト ラ球

四塩化炭素 を0 ．9　ccに減じ， 四塩 化エチレ ン1 ．2　cc

と混じ，6 膠球 に入 れたもので ある．

空腹時にマ ザーシルを投与，30 分後成 人に6 球，小，

中学生に5 球服用 させ，更 に30 分後緩 下剤 を 与えた．

駆虫作用：成 人のNA に対し ては78 　％，小，中学 生で

は63 名に投与，62名駆虫 とい うすぐ れた成績を収めた．

実験対象：成人 一板倉町，茨城県新 治村，玉 造町，北

浦村． 中学生一板倉町南中．小学生一板倉町西 小および

南月ヽ．

（IX）テ トラ液

イ．小学生

小学 生或は更に幼年者では膠球の 服用 は困難であるの

で， ヒマシ油に四塩イ匕エチレ ン，四塩化炭素 を混 入した

ものを試作，使用した．

本液5cc は四エ0 ．8　cc，　四炭0 ．6　cc，　色素 剤ならび に

ヒ マシ油より成るものにして，空腹時 にマ ザーシルを服

用，30 分後本剤を投与し，後3 時間食事 を禁じ た．

駆 虫作用：NA 寄生学童63 名服用，61 名陰転 した．

実験対象：板倉町南小お よび酉小．

口．成　人

成人用に10　cc　中に四 工1 ．2　cc， 四炭0 ．9　ccお よび

ヒマシ油，色素，香料を含ん だもの を作 り， これを10cc

　（A ），　8　cc　（B ）お よび6cc 　（C ）投与し， 駆虫効果 を調

査した，何れも 服用約30 分前にマ ザーシル を 与え た．

駆 虫作用：NA 寄生者391 名に10　cc投与し，陰転 者317

名（81　％），　309名に8cc 投与 し，陰転 者271 名（88

％），　126名 に6cc 投 与，陰転者103 名（82　％）の陰転率

を示 し， 量を8cc に減 じても優秀なる駆虫力 を示し た．

実験対象：10　cc一板倉町海老瀬，新 治村，玉造町，大

洋 村， 北浦村8 　cc一板倉町，玉造町，大洋村，北浦村．6

cc一茨城県大子町， 小川町．

（X ） チモラ ン

本 剤（沃度チモール）を1 日2 回に分服 させ，2 日連用

せしめた，NA 寄生者46 名，陰転者20 名（43　％）であ

っ た．

（XI） アルコパール

上記諸 剤は単独ではAD に対 して 満足な 駆虫力を示

さなかっ たが， 本剤は極 めて 優秀 なAD 駆虫剤なる事

を知っ た．

服 用法は指 示の如く食 間に行っ た・

イ5 　gm投与

駆 虫作用：AD 寄 生者 の場 合は駆虫率90 ％，　NA の

（455 ）
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場合は49 ％で あっ た．

実験対象：板 倉町，神奈川県藤野町，川崎市登戸 病院．

埼王県国立埼玉 病院．

口．　3gm 投与

駆虫作用： 成人 の 場 合のAD 駆 虫率89 ％，　NA　38；

‰ 小，中学生 の場 合のAD 駆 虫率100 ％，　NA　50　％．

顆粒状の剤型 のものは例数少き もAD　88 ％の陰転率 を

示 し た．

実験対象：成人一神奈 川県 大井町，自衛隊朝霞駐 屯部T

隊，板倉町（顆粒状）．

小学生 一富山県 八尾町小， 横浜市内小．

（XII）テトレ ン液， アルコパール併用

以 上諸駆虫剤のAD ，　NA に対 する駆虫効果 を見 るに

アルコパールのみAD によく，他の ものはNA に強 く

作 用する事が分っ た． こ れ等両種に80 ％以上 の 駆 虫ガ

を示 すもの として我々 はアルコパールとテトラ液 の併卅

を試 み，次の如き結果 を得 た．

服用法：空腹時（朝食 抜き）にテトラ液6 ．0　ccを服卅

せしめ，マザ ーシルを与 えず，アルコパール2 ．5gm を

持 帰り，夕食後3 時間以 上経 過したる後オブラ ートに包

みて服用せし めた．何 れも成人なりし為 めか軽い副 作用

ありしのみ．

駆 虫作用：何 れも成 人にして，AD 駆虫率87 　％，　NA91

　％．

実験対 象：群 馬県板倉町，茨城県玉造 町お よび大洋村．

山梨県 市川大門町山保．

各種駆 虫剤の副 作用

（I ） 四塩化 エチレ ン， 四塩化炭素お よび 新アス キスE

の毒 性試 験

こ れ等薬 剤のマウスに対する致死量 を測 定した所，何｀

れ も，我 々の使用範囲内では絶対に安心で ある事が明ら

かになっ た（第2 表，第3 表）．

当瓩 のLD50 は四塩化 エチレ ンでは5 ．2　cc，　四塩化エ

チレ ン十ヒマシ 油では5 ．25　cc，　四塩化 エ チレン十大豆ス

油では5 ．9　cc，　四塩化 炭素では8 ．6　cc，　四塩化炭 素 十ヒ

マシ 油で は6 ．8　cc，　新 アスキスE では5 ．4　ccにして，

相当の大量 に 非 ざれば 障害のなきこ とが 証 明 され た．Lamson

等に よれば犬に対 する 四塩化エチ レンの致死量

は 当瓩4 ～6　cc，　四塩 化炭 素は ＞25　cc，　兎 に対 しては4cc

であ り，我 々の測定の誤りなきを証し て居る．

（剛 四塩化 エチレン．

イ．　自覚 症状
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投　　　 与　　　 量

四塩化 エチレ ン
四塩化エ チレン：ヒ マシ汕1

：2
四塩化エ チレン：大 豆 汕1

：2

第2 表　四塩化 エチレンのマ ウスに対する毒性試験

0．12cc

－
10 ／1010

／10

0 ．　lcc

10／1010

／1010

／10

0．07cc

－
10／109

／108

／10

0．05cc

－
4／105

／101

／10

0 ．03cc

O／100

／100

／10

0．02cc
－
O／100

／10

第3 表　四塩化炭素及び 新アスキスE のマウスに対する毒性試験

投　　　 与　　　 量

四塩化 炭素
四塩化 炭素：ヒマシ油1

：2
新アスキスE

0．13cc

－
10／10

O．llcc

－
8／1010

／10

0．09cc

－
6／1010

／1010

／10

0．07cc

－
2／106

／109

／10

0．05cc　0．03cc　O．Olcc1

／10　　0／10

0／10

3／10　　1／10　　0／10

LDso

0．052　cc／pro　10g0

．0525　cc／pro　10g0

．059　cc／pro　10g

LD50

0．086　cc／pro　10g0

．068　cc／pro　10g0

．054　cc／pro　10g

第4 表　四塩化エチレン原液及び四塩化エチレン球の自覚症状

症　　　　状　　　　　眩暈　眠気　悪心　頭痛　隻怠　腹痛
感

四塩化エチレン原液・硫酸マ グネシウ ム
四塩化エチレン球・ 硫酸 マグネシ ウム
四塩化エチ レンン原液・ヒ マシ油

12　　10

9　　　2

9　　　4

7

4

5

7

3

3

6

3

4

1

5

3

26
16
11

註：嘔吐，噌囃，胸内苦悶，灼熱感，脳貧血（－）．

四工原液　男4　cc，　女3 ．5　cc，　四工球　男6 ．49，女5 ．7　g．

第5 表　四塩化エチレン原液及び四エにヒマシ油を混合せるものの自覚症状

65 ％46
％58
％

40
35
19

自　　覚　　 症　　 状　　　対　称　lllj・　眠気　Nj

一
四塩 化エチレン原液2 ．5cc　山 下 小　23　　1

ノノ　　　　　　　　　古市場小　31　　13
四エ， ヒマシ汕混合10　cc　 村 岡 小　24　　 ／

註：四 工・ヒ マシ汕混合10　cc　中に四エ2CC 含 有．

第6 表

0

0

9

3　　　4

20

／　　 ／

四 塩 化 エ チ レ ン原 液 に よ る 肝 機 能 障 害

1

0

5

5

9

18

5

6

4

5

5

5

）

調 査数　BSP 停 滞　高 田反応

78
9

12 ％

2

3 ％

－ゲン反応5

6 ％

チ モ ー ル反 応　 黄 疸 指 数　 尿 蛋 白0

0　　　　0

註：投与量　男4　cc，　女3 ．5　cc，　翌 日検査．

教室の山崎は入院患者に 四 工 原液 を 男 に4　cc，　女 に3

．5　cc，　下 剤として硫苦を用いた場合，テ トレン球（四エ

球）を男に6 ．4　gm，　女に5 ．7　gm を投与，硫苦 を用い た

場 合および四工原液に下剤 としてヒ マシ油を与 えた場合

の自覚症状 を比較し た（第4 表）．

表示せる如 く，三者共眩暈 を訴 える者 最多 く，悪 心，

泯 気，頭痛，倦怠感 がこ れに次ぎ， 総合出現率ではテト

レ ン球 が最 も低 かっ た．恐 らく眼 球に包まれて居る事 と

やや量の少い事に よるものと思われる．

下剤 として硫苦 とヒ マシ汕を使っ た場合の副作用出現

率 には差は認 め難 かっ た．

（456 ）

尿ミ
反応

0 12
15 ．4％

学 童に四工原液に硫苦を下剤 とし て与 えた場 合と四エ

原液とヒマシ油を混じ たものを与 えた場 合との自覚症状

は第5 表の如くであっ た．

前記山崎の場 合嘔吐を訴え た者がなかっ たが，学童の

場合嘔吐を催し た者 が19 ％あっ た．悪 心，頭重・頭痛が

比較的多 かっ た．

以上 の調 査で四塩化 エチレンに下剤として硫苦或はヒ

マシ 油を同時 に与 えても眩暈，眠気，悪心，頭重・頭痛等 は

相 当現われる事が明 らかになっ たので，こ れ等 の副作用

を減 少し得 る方法を考えるべき だと思考す るに至っ た．

口． 肝機能検査

一 一

－

－ 一一

－

一 一

qS　4tお。DoDj 台2t　Wm　Ctr ヤ　 尿 ウ ロ ビ リ ノ　 イ。。　 。，x ，十　4h 、rお。46、，9．　 。7E 宀t　　 尿 ミ ロ ン　　 卩目＿，り1，　1考？

宀　　 冫冫ざ．　　 、rLf　　 、L亅・　　　 ．1．L　 £ん、　　
調 査　

口口 七　rl エrl ．77 冫z冫J －　7 ぐ7a、μ・・ 口かマ、rj？　7Ti冫 ．丶　　nrFftlt　
症 状

宀　　　　　　 湛£．　　　　　 と二f　　　　　　 、L缸　　　　　　　 口4，　1ヨ　　 叮rtX＝r　 冫R冫 、丶　　 冐吉、吋冫‘　
倦 怠　ng 、rt

‘　
出　　　n

´　　　 う田 っ4だ4びf



上記山崎 は本 剤服用による肝機能障害の有無 を服用翌

日，ブ ロムサルフ ァレ ン停滞試 験（BSP ），高 田反 応，尿

ウロビ リノーゲ ン反応，チ モール混濁反応，黄 疸指 数，

尿蛋 白， 尿ミロン反応に より検し，第6 表 の如 き結果 を

得 た．

その結果BSP 停滞試験 が最 も強 く陽 性を示 し，高田

反応，尿 ウロビリ ノーゲン反応こ れに次ぎ，他は殆ん ど

現 れなかっ た．

各 種反応の消失速度は21 例中15 例は1 週間以内に消

失 ，1 ヵ月以上に及ぶ ものはBSP ，チモール反応各1 例

あっ たに過 ぎなかっ た（第7 表）．

第7 表　四塩化エ チレン原液 による

肝機能障害 消失速 度

肝

試

機 能

験

3　 日　以　 内4

～7　口

1 週 ～1 ヵ月1

ヵ 月 以 上

B

S

P

停

滞

5

2

2

1

高　尿 ノ

田　 ウ ヒy
器

応　 り反

1

3

2

0

2

2

0

0

応　 チ応
モ

1

ノレ
反

0

0

0

1

計

8

7

4

2

註：投与量は第6 表の註に同じ

以上により四塩化エチレンを相当大量服用せしめても

危険性なき事を知った．

（Ⅲ）新アスキスE 液

四エ，四炭，アスカリドール（アスキス）をヒマシ油に

溶解せるもの．

イ．自覚症状

川崎市，西郷村安渡，常磐炭鉱の成人，茨城県圷小，

沢山小，岩船小の学童について調査した副作用を表示す

ると第8 表の如くになる．本剤服用30 分前にマザーシ

ルを与えて眠気，酩酊感を予防したが，尚相当の訴えが

あった．すなわちフラフラした，ボーツとした，悪心等

対　　 称

川

安

常

小

崎市一
渡 一

磐 炭
学

一

計

般

般

鉱

生

調

査

数

26
18
86
25

155

眠

気

／

／

18

1

19／11117
％
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何 れも40 ％以 上めっ だ．

服用翌 日常 磐炭鉱員について，仕事 に支障ありや否や

を調 べたところ，支障無き者45 ，有 る者15 であり， 多

くは軽い酩 酊感の残る事 が分っ た・

口．肝機能障害

登戸 病院入院寄生者16 名， 外来3 名に マ ザーシル を

与え，30 分後新 アスキスE　10　cc　を服用せし め， 投薬

前日 と48 時間後に肝機能検 査を 行っ た．　その結果 は第9

表に示せる如く，尿 ウロビ リ ノーゲン反応，尿 ミロン

反応，　BSP 停 滞試験では，服 用前後に 殆ん ど 差 なく，

尿蛋白は服用後減少し，好 転せるも，高田反応 は増加 し

た．

第9 表　新アス キスE 液 による肝 機能障害

肝　 機　 能　 障　 害

尿　　　 蛋　　　｜勹

尿 ウ ロ ビ リ ノ ー ゲ

ン 反 応

尿 ミ　ロ ン 反 応

高　　田　 反　 応BSP

停 滞 試 験

－

前　　　3　　n

後　　　6　　10

前　　8　　5

後　　9　　3

前　　12　　5

後　　　12　　　6

前　　　9　　　6

後　　12　　　3

前　　n　　　2

後　　n　　　2

仟 ） （丑）

42

46

10

13

00

1

0

2

0

註：　BSPの（土）は2 ．5％，　（十）は5 ％．

その際服用後に認められた副作用としては嘔気6 ，眩

暈4 ，頭重3 ，悪心2 ，嘔吐，胃痛，下肢部痛各1 であ

り，何等副作用なき者8 あり， 心配すべき者はなかっ

た．

以上の調査により，本剤は我々の使用量範囲内では危

険な副作用を認められないが，悪心，フラフラ或はボー

ツとすると云う訴えは尚少からざる事が明かになった．

（IV）テトラ球

新アスキスE 液と異る点はアスカリドールを除去し，

第8 表　新アスキスE 液による副作用

服　　　　 用　　　　　当

ボと1
し

ツた

11

8

33

12

64／15541
％

フ ラ

ラ し

フ だ

18
10
53
12

93／15560
％

註：本剤服用約30 分前マザーシル投与

頭

痛

8

／

20

4

32／13723
％

（457 ）

腹

痛

ブ

ブ

24 ／8628
％

嘔

吐

／

／

14

／

14 ／8616
％

日

悪

心

15

8

38

9

70 ／15545
％

眩

暈

12

9

／

6

27／6939
％

症 ．、、

一

状 ゛ ’

0

2
6
6

14 ／1559

％

翌一

症

状

日

／‘ ｀ 丶

－ W

19
12
19
44

94／15561
％

yH　 ひx　nc　lQe　l コ　 前1 麦　x　 ノ　　丶 ’ノ　　y1 ノ　　xII ノ

口T　 ．kノを　 ム1－，F 止　d7　1j
艮 用　　

／　 丶　　 ／エ 丶　　 ／1 丶　　 ／囗丶

－
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対

称

例

数

大 宮 国 鉄　36

悪

心
－22

61 ％

西郷村安渡　21　　33％

頭頭

重痛
－1336

％
－314

％

眩

暈

－7

19 ％
－1781

％

第10 表　 テトラ球による副作用

服

腹

痛

4n

％
－1571

％

嘔

吐

3

8 ％

－629

％

用

眠

気

／

－

29％

当

胃 迫
部感
圧

6

17 ％
－

／

倦
怠
感

14％
－

／

－
食不

思振
－

8％－

註：　大宮国鉄に於て「しびれ」感，肩凝，腰痛各1 例宛あり．

翌日の検査で大宮3 例不検，安渡眩暈6 ，腹痛6 ，下痢2 あり．

膠 球6 個中に四工，四炭各1 ．2　ccを含有 させ た 事 であ

る， 服用約30 分前にマザーシルを投与し，下剤 として服

薬 後30 分を経て緩下剤 を与え た．例数 が少い がNA に

は79 ％の完全駆虫率を示した．

副 作用は第10 表に示せる如く， 眩暈， 悪心依然 とし

て多 く， 腹痛，頭 痛も可なり認 められ た．腹痛は与え た

る下剤（ラキサトール）のため と思われる．

（v ）新 テトラ球．

テト ラ球 と異る点 は四炭 を減量した事 と下剤 としてヒ

マ シ油を用い た事である．

副作用は第n 表に示した．

第11 表　新テト ラ球 の副作用

対　 調 例

杏

称　　 囗　数

4 仁 刀

倉 日

町 翌

日
172

眠

）

気

フ ラ　ボ

ラし　I

フ だ　ツ

と　腹
し
た　痛

惡　　嘔

心　　吐

10　　34　　85　　51　　87　　52　　25

5 ％　20％　49％　30 ％　51％　30％　15％

103
60 ％

0 47
27％

0 34　　1　1
20％　0．6％0 ．6％

頭頭

痛重

31
18 ％

0

四塩化炭素を減少し ても副作用 に殆 んど変化 なく，酩

酊感 依然 として多く，そ の由来 は四塩化 エチレンによる

ものと考えられた．然し服用翌 日こ れ等の症状は大部分

消失し，フ ラフラする と腹痛 が多少残 る事を知っ た・

（VI） テトラ液

新テトラ球と同一内容の四エ，四炭 をヒ マシ油に混入

したものである．

副作用は第12 表に示 すが如く，59 名 の 服用 者中，酩

酊感 を訴える者が最も多かっ たが，新 テトラ球， テトラ

球の場合よりも遙かに少かっ た．

服用翌 日54 名 が異常なく， 下痢4 名， ボー ツとナる

および頭重を訴えるもの各1 名 に過 ぎなかっ た．

対　　例

称　 数

板新
倉 治
町村

例

数－45

59

（458 ）

腹満　 暖

部感
膨　　　気

3

8 ％

－

／

2

6 ％

－

／

熱

感

2
6％

／

（－ ）

5

14 ％

－15

％

第12 表　 テ ト ラ 液 の 副 作用

（－）
眩　ボ と　腹l

し
暈　ッた　痛

翌 日
－

（－）

23

70 ％
－1257

％

悪　 嘔　 頭

心　 吐　 痛

15　16　18　10　　7　　6　　9
25 ％　27％　31％　17％　12％　10％　15％

第13 表　オーミンの副作用

嘔 悪　 下

（－ ） 気 心

・　　　痢25

15　n

56 ％　33％　24％

腹　　胃

痛　　痛

7

16 ％
2
4％

下膨 腰 シ感
腹満 部ビ
部感 のレ1　

1
2％　　2％

腰

痛

－1

2％

（Ⅶ）オ ーミン

教室の山下は オーミン錠20 個（1－ブ ロー ムー2－ナフ ト

ール として102 ） を夕食約2 時 間前 に 服用せし めた者の

副作用 を調 べたとこ ろ， 第13 表の如くであっ た．

嘔気，悪心，下痢 が比較的多 かっ たが危 険な副作用は

認 められな かっ た．

教室の山崎は入院せし めて調 査し， 自覚症状 として，42

名中悪心n ，腹痛9 ， 灼熱感， 脳 貧血， 嘔吐 ，喞囃

各1 あり，症状 なき者26 であっ たと述 べて居る．

（VⅢ）アルコパ ール

群 馬県板倉町， 神奈川県藤野町において本 剤による駆

虫を行いし際の副作用は第14 表の如くであっ た．

その結果5gm 使用例では悪心， 嘔吐 ，腹痛，頭痛，

ボーツとするの訴 えが可なりあ り， 下痢 も少数ではある

が見られた．然し乍 ら翌 日は殆 んど回 復した．

（IX）テトラ液，アル コパ ールの併用

以 上の如く，効果の点 ならび に副作用 の面より一剤に

して完 全なる駆虫剤を得る事 が出来 なかっ たので，テト

ラ液 とアルコパールの量を減じて併用 を試 み，一応 満足

－

－



対　 例

第14 表　 アル コノ゙ － ル に よ る 副 作用

服　　　 用　　　 当　　　　 日

悪　 嘔　 腹

称　数　 心　 吐　 痛

板
倉　68
町

藤
野　25
町

第 15

対

称

大

洋
村

頭　 ボと　下1
し

痛　ッ た　痢

33　25　14　14
49％　37％　21％　21％

4
16％

翌 日

－

（ 一 ） （－ ）

6　　7　13
9％　10％　19％

1　　5　10　11　　5　　5
4％　20％　40％　44％　20％　20％

67
99 ％

－2184

％

表　テト ラ液， アルコパ ール併用時の副作用

例　　嘔　　悪

数　　吐　　心

34

市門保
川町　　27
大山

2
6％

3
9％

腹　　頭　　眩

痛　　痛　　暈

下

痢
卜 ）

1　　6　　8　　5　15
3％　18％　24％　15％　44％

2　　9　　5　　4
7％　33％　19％　15％

3　16／　11
％　59％

できる鉤虫療法に達し た事は上述 の通りである．

副作用は第15 表に示す如 く， 服用 者の 忌避 する嘔吐

が減し，悪心，腹痛も少く且つ軽度に なり，翌 日は殆 ん

ど全員が 回復した． 下痢或は 腹痛 を 訴 えた者 があっ た

が，ヒマシ油が含ま れて居る から当 然の事である．

考　　 察

我 々は今次大戦終了後の 物資 乏し き 昭和22 年 より鉤

虫駆虫剤の研究を始 め，今 日に 至っ て 両 種鉤虫に80 ％

以上の駆虫率を示し且つ副作用少 く，安心 して服用し得

る駆虫法の開発に成功し た．そ の間， 四塩化 エチレン，

ア スキ スE 液， オーミン， 匹塩化 エチレンとオーミン併

用，ア スキスE 液 とオーミン併用，新 アスキスE 液， テ

トラ球，新 テト ラ球， テトラ液， チモラ ン，アルコパー

ル等につ き駆虫効果 ど副作用 に関する研究を行 い，結局

単味にして両種 鉤虫を充 分駆 虫し得る薬剤のない事を知

り，最 後に アルコパールとテトラ液 を併用する事により

両種鉤虫 の80 ％以上 を，食塩・硫苦 浮游法と培養法の両

法に よる精 密検 査にて判定 し，駆 虫し得る事を知っ だの

でここに報告す る．恐 らく此の両剤 の量についても更に

攻究 を続け れば，記述せ る量 よりも少くても充 分なる駆

虫力 を示す もの ならんかと考えるものである．

結　 論

我々は昭和22 年以来四塩化エチレンを初めとし，各

種駆虫剤に関する研究をなし，次の如き結果を得た．

53

1． 四塩化エ チレン 原液 は 成人男子 に4　cc，　女子に3

．5　cc，　中学生に3　cc，　小学生に2 ．5　ccを空腹時に与 え

る と，NA に対 しては何れ も80 ％以 上の 駆虫率を示し

たが，AD に対しては 成人49 　％， 小学 生66 ％ であっ

た．

2． アス キスE 液 （四塩化 エチレン，アスカ リドール

混液）を成人に10　cc，　中学生に7　cc，　小学 生に5cc 与

えると，AD に対 しては成人55 　％，中学生36 ％， 小学

生31 　％ 　NA に対 しては成人55 　％ 中学 生80 　％， 小

学生69 ％の 駆虫率を示した．

3． オ ーミンは成人 に1 日6　gm， 中学生に4 ．5　gm，

小学生 に3mg を各3 日間服用 せし めるとAD に対し

ては成人50 ％，中学 生47 ％，小学生85 ％，　NA に対

しては成人79 　％， 中学生，小学生共に78 駆虫率を示し

た．

4． 四塩化 エチレ ンとオ ーミンの併用 では，四塩化エ

チ レン成人男子4　cc，　女子3 ．5　cc，　オーミ ン6 　gm　1回

とする とAD　54 ％，　NA　96　％， 四塩化 エチレ ン 成人3

．5　cc，　オ ーミン6gm　1 回 とするとAD　70 ％，　NA 　94

％，四塩化エチレ ン3　cc，　オーミン6 　gm　1回とす ると

成人NA　83 ％の駆 虫率を示し た．

小学 生に四塩化エチレ ン2 ．5　cc，　オーミ ン3 　gm　1回

を与 えるとAD　76 ％の駆虫率を挙げ た・

5、 アスキスE 液 とオ ーミ ンを併用 する場合，成人 に

ア スキスE 液10　cc，　オー ミン6gm を与 えるとAD　63

％，　NA　89　％，小学生 にアスキスE 液5　cc，　オー ミン3gm

を投与 するとNA　93 ％の駆虫率 を示 した．

6． 新アスキ スE 液 （四塩化 エチレン，四塩化炭素，

アスカリドール混液） を成人10　cc　ではNA　95 ％，　8cc

ではAD　20 　％ 　NA　87 ％， 小学生5cc ではAD44

％，　NA　96 ％の駆 虫率を示した．

7． テトラ球（四塩化エ チレン，四塩化炭素混合）6 球

服用 では成人NA　79 ％の駆虫率 を示 した，

8． 新テトラ球（四塩化エ チレン，四塩化炭素混合）を

成 人に6 球投与する とNA　76 ％， 中学 生および小学 生

に5 球与える とNA　100 ％および92 ％の高い駆虫率 を

示 した．

9． テトラ液 （四塩化エ チレン， 四塩化炭素，ヒ マシ

油混合）を成人 に10　cc　与 え ると　NA　81 　％，　8　cc与

える とNA　88 　％，　6　cc与える とNA　82 　％ 小学生 に5cc

与える とNA　97 ％ の駆 虫率 を示 した．

10．チモラ ンを成人 に8 　gm　2日連用 せし める と，　NA43

％の駆虫率を示し た．

（459 ）

－

一
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11 ．アル コパー ルを成人に5gm または3gm を投 与

する とAD　90　％ 　89 ％の高い駆 虫率を示し， 顆粒状の

もの も3gm で88 ％の駆虫率を挙げ，ホ学 生に3gm で

もAD に高い駆虫率 を示 した，

12．テト ラ液6　cc，　アルコパ ール2 ．5　gm を成人に投

与する とAD　87 ％，　NA91 　％の両種 共に高い駆虫率 を

示 した．

13．四塩化エチレ ンま たは四塩化 炭素にヒマシ油 を混

じ て もマ ウスに対す る致死量は特 に低下しなかっ た．

14．上述各種駆虫剤の副作用お よび肝 機能 障害を検し

たが，障害は軽く且つ早く消失 し， 危険性 は全然認 めら

れ なかっ た．

15．四塩化＝Eチレ ン投与前 にマザーシル（臭化水素酸

スコポラミ ン，カフェ イン含有） を服用 すると嗜眠，酩

酊 感を低下せし める事 が出来 る．
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We　have　studied　the　effects　of　anthelmintics　for　A ．　d 。θjど。ale　and　N ．　α。lerica。x，ぶ，andlside　effects　of

them　since　1947　and　succeeded　to　find　so　effctive　and　safe　anthelmintics　for　both

species　by　the　same　treatment ．

1．　The　drugs　tested　are　Tetrachloroethylene ，　Askis －E　solution　（mi χture　of　Tetrachloro－ethylene

and　Ascaridol　in　castor　oil），　Wormin 　（l－Bromo －naphthol－（2j），　Neo－Askis－E　（mi χture　ofTetrachloroethylene

，　Carbon　tetrachloride　and　Ascaridol　in　castor　oil ），　Tetra　solution　or　capsule

［mi χture　of　Tetrach］oroethylene　and　Carbon　tetrachloride　in　castor　oil），　Neo －Tetra　capsule　（mi χture・of

T 　etrachloroethylen　and　Carbon　tetrachloride ），　Thymol 　（Iodothymol ）　and　Alcopar　（Bepheniumhydro

χynaphthoate ）。

2．　Drugs　effective　to　eχpel　more　than　80 ％of　N ．　α，9，・／゙ azx，心were　T 　etrachloroethy　lene，Tetrachloroethylene

with　Wormin ，　Askis －E　with　Wormin ，　Neo －Askis－E　solution　and　Tetrasolution

．

3．　Drugs　effective　to　eχpel　more　than　80 ％　of　A．　必，。jど。ale　was　only　Alcopar ．

4．　Combination　treatment　with　Alcopar　and　Tetra　solution 　was　so　effective　to　eχpel　morethan　80

％ 　of　J．　j。θjど。aかand 　N ．
　a

。lerica。。j．

5．　These　anthelmintics　above　described　were　not　so　toχ1C，　especially　Tetra　solution　presented、almost

no　side　effects　without　dizziness　and　drowsiness．　when　they　were　taken　by　our　dosage ．

（464 ）

ANTHELMINTICS




